
◎卒業後の進路先について ～就労継続支援Ａ型～
障害者自立支援法の日中活動の場として，以下の６つの事業（サービス）があり，１な

いしは複数の事業を選択して利用することが可能です。今回は，その中から，新しい就労

の形態である「就労継続支援Ａ型」の具体例を，新聞記事で紹介します。

サービス内容サービス名 主たる利用対象者像

病院等への長期の入院による医療的ケア 主として昼間に病院等において機能訓練，療養上の管理，看護，療養介護

に加え，常時の介護を必要とする障害者。 医学的管理の下での介護や日常生活上のサービスを利用する。

主として昼間に，入浴，排泄または食事の介護，生活介護 地域や入所施設で，安定した生活を営む

創作的活動，生産活動の機会の提供等を利用する。ため，常時介護等の支援が必要な障害者。

有期限のプログラムに基づき，地域での生活を営自立訓練 生活能力の維持・向上等のため，一定の

む上での必要な訓練等を利用する。（生活訓練） 支援が必要な知的障害者・精神障害者。

有期限のプログラムに基づき，生産活動やその他一般就労を希望し，知識・技能の向上，

の活動を通じて，就労に必要な知識や能力の向上の就労移行支援 実習，職場探し等を通じ，適性に合った職

ために必要な訓練等を利用する。場への就労等が見込まれる障害者。

就労に必要な知識・能力の向上 利用者と事業者が雇用関係を結び，就労の機会の就 Ａ 型

を図ることにより，雇用契約に基 提供を受け，生産活動やその他の活動を通じて，知労 雇用型（ ）

づく就労が可能な障害者。 識や能力の向上のために必要な訓練等を利用する。継

就労の機会等を通じ，生産活動 一定の賃金水準のもとでの継続した就労の機会の続 Ｂ型

(非雇用型) にかかる知識及び能力の向上や維 提供を受け，雇用への移行支援等のサービスを利用支

持が期待できる障害者。 する。援

障害者。 創作的活動や生産活動の機会の提供を受けるとと地域活動支援

もに，社会との交流の促進を行う。

（ 山陽新聞 平成２０年５月２４日 ）


